
第
六
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
魏
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
五
）

第
一
號
　
　
一
三
〇
　
（
一
三
〇
）

断
究
の
柔

騒
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
五
圃
）

工
學
博
士
　
天
　
沼

俊

一

　
　
　
　
第
湘
虹
　
　
　
梁

　
虹
梁
ご
は
柱
ご
柱
こ
の
間
に
架
渡
し
た
材
を
い
ふ
。
普

　
　
　
　
ム
ク

遮
は
少
し
起
っ
て
み
る
が
水
準
の
場
合
も
あ
る
。
其
位
麗

に
よ
っ
て
い
ろ
一
の
名
が
つ
い
て
み
る
。
例
へ
ば
妻
に

　
　
　
セ
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り

あ
る
の
は
妻
虹
梁
、
内
部
に
あ
る
の
は
内
虹
梁
こ
い
ふ
が

分
類
す
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
大
蚊
梁
。
ニ
愛
重
虹
梁
Q
三
富
虹
梁
。
四
海
老
虹
梁

　
「
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

こ
す
る
の
が
都
合
が
い
、
ご
思
ふ
。
例
に
よ
わ
飛
鳥
時
代

か
ら
始
め
る
。

　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ま

　
現
在
飛
鳥
時
代
に
薦
せ
る
建
造
物
の
内
、
法
隆
寺
西
院

歩
廊
に
の
み
原
飴
的
虹
梁
が
あ
る
Q
歩
廊
は
巾
柱
鼠
ハ
々

（中

ｶ
か
く
い
ふ
）
奨
あ
曲
尺
で
＋
二
尺
二
寸
二
分
め
り
、
梁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ク

は
中
央
で
二
寸
一
分
（
同
じ
く
今
の
曲
尺
に
て
測
る
）
起
っ
て
る
る
。
断
面
は

上
巾
七
寸
五
分
、
下
巾
⊥
ハ
寸
四
分
、
師
ち
上
巾
が
一
寸
一

分
廣
い
（
尺
度
岡
上
。
第
三
十
陽
の
＠
）
。
此
時
代
に
は
随
分
澤
山
の
寺
が
建

て
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
其
内
に
は
も
つ
ご
立
派
な
虹
梁
が

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
遺
物
が
な
い
以
上
有
無
は
断

言
出
忍
な
い
。
併
し
私
の
想
像
で
は
さ
う
獲
っ
だ
も
の
は

な
く
、
天
張
此
歩
廊
式
の
簡
箪
な
の
で
あ
っ
た
ら
う
ご
思

ふ
Q



　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
奈
良
時
代
に
入
る
ε
、
前
期
の
鎗
築
で
は
藥
師
寺
東
塔

初
重
裳
履
に
繋
蚊
梁
が
あ
る
が
、
裳
麟
は
（
從
く
虹
梁
も
岡
臨
）
塔
を

現
位
観
へ
移
し
だ
時
補
請
し
た
も
の
ご
い
ふ
論
が
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ε
思
ふ
か
ら
此
は
見
合
せ
ビ
し
て
、
後
期
に
な
る
ご
明
ら

か
な
の
が
澤
山
に
あ
る
。
現
今
此
時
、
代
の
遺
物
で
大
さ
ε

装
飾
ご
に
於
い
て
第
一
流
で
あ
る
唐
招
提
寺
金
堂
内
陣
大

辱
虹
梁
に
は
立
派
な
絡
が
か
い
て
あ
っ
て
、
今
で
は
大
分
剥

落
し
て
み
る
が
、
夫
れ
で
も
唐
草
や
天
人
等
は
罵
る
程
度

迄
復
原
す
る
｛
畢
が
出
　
來
「
る
位
に
残
っ
て
み
る
。
策
畿
ご
十
圖

㊨
・
⑬
第
三
十
一
圓
⑩
・
⑬
・
㊦
・
⑧
・
㊨
・
は
何
れ
も
此
時
代

の
實
例
で
あ
る
。
雨
下
に
就
て
い
ふ
ご
前
時
代
よ
り
全
腔

　
　
　
　
　
　
　
ム
ク

こ
し
て
工
合
よ
く
起
り
、
恰
好
も
大
に
よ
く
な
っ
た
。
但

し
断
面
は
上
が
掃
く
下
が
狭
く
護
り
鍵
り
は
な
い
。
⑤
は

現
存
の
圓
南
中
異
彩
を
放
て
る
大
和
五
條
榮
山
寺
八
角
圓

堂
の
男
面
の
一
部
で
、
虹
梁
の
形
を
見
る
の
が
目
附
で
か

い
た
も
の
、
此
建
物
は
側
柱
は
八
本
だ
が
内
陣
柱
は
四
本

き
り
で
、
其
四
本
の
柱
上
大
斗
に
は
、
丁
度
其
上
で
蔵
角

　
　
　
第
山
ハ
ぬ
誉
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
陣
門
本
育
二
娼
築
研
蝉
一
の
栞

妄
慣
せ
る
四
本
の
大
面
取
大
虹
梁
を
架
し
（
嘲
姻
嬬
雛

磁
紳
融
騨
鮫
炉
確
岨
談
畝
噛
騨
離
別
心
葉
鯛
緬
趾
欲
礪
焼
槻
）
、
　
其
上
に

正
八
角
形
の
各
境
論
に
相
器
す
る
所
に
斗
を
お
い
て
、
又

其
上
に
断
面
殆
ん
ご
斑
入
角
形
に
近
い
程
大
き
な
面
取
の

桁
が
乗
せ
て
あ
る
。
見
え
る
所
な
ら
こ
れ
程
念
入
に
す
る

の
は
蕩
然
で
あ
る
が
、
大
天
蓋
で
隠
さ
れ
て
了
ひ
ま
る
で

下
か
ら
見
え
な
い
の
に
、
“
斯
様
な
意
匠
を
凝
ら
し
て
あ
る

の
は
今
の
頭
で
考
へ
る
ご
無
駄
の
様
だ
が
、
如
何
な
る
所

も
荷
も
し
な
い
ご
い
ふ
昔
の
建
築
家
の
芳
意
の
程
が
偲
ば

れ
る
。
其
虹
梁
の
詳
細
は
＠
を
見
れ
ば
分
る
。
此
面
も
上

身
の
方
は
下
隅
の
に
比
し
で
．
巾
が
古
い
。
斯
様
な
小
さ
い

所
迄
周
到
の
注
意
が
彿
っ
て
あ
る
の
は
全
く
敬
服
す
る
。

虹
梁
に
面
を
ビ
る
の
は
李
安
時
代
以
後
は
珍
ら
し
く
な
い

が
、
此
時
代
で
は
此
が
私
の
知
っ
て
み
る
面
取
虹
梁
の
唯

一
の
例
。
香
れ
か
ら
繋
虹
梁
の
断
面
は
左
方
内
陣
柱
の
上

方
に
近
く
示
し
て
あ
る
Q
以
上
二
種
は
上
端
に
少
し
膨
み

が
あ
る
。
此
等
は
立
面
臨
面
の
母
語
に
現
し
て
お
い
π
o

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
帯
　
　
　
一
三
　
　
（
；
ご
）
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俄
剛
山
ハ
巻
　
　
　
研
「
究
の
栞
　
　
　
R
阿
本
古
建
築
靴
傭
究
の
栞

⑩
・
⑬
・
㊦
等
は
此
時
代
の
虹
梁
の
形
が
分
る
ご
同
時
に
、

最
も
普
泌
に
行
は
れ
π
構
架
式
が
分
る
か
ら
掲
げ
た
の
で

あ
る
。
⑳
の
法
隆
寺
東
大
門
は
三
間
一
戸
輩
進
入
脚
門
だ

か
ら
、
側
面
か
ら
は
柱
が
三
本
見
え
る
。
其
各
柱
頭
に
あ

る
大
斗
に
繋
虹
梁
を
架
渡
し
、
上
端
中
央
に
詐
れ
く
墓

股
を
置
き
、
墓
無
か
ら
墓
股
へ
四
重
虹
梁
を
架
し
、
其
上

に
復
た
同
じ
型
の
慕
股
が
あ
る
。
同
時
代
の
東
大
寺
回
議
・

門
（
離
）
も
同
断
で
あ
る
。
⑱
も
柱
間
に
大
虹
梁
、
其
上

二
所
に
墓
股
、
其
上
に
二
重
虹
梁
、
其
上
端
中
央
に
同

じ
墓
股
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
丁
度
⑩
の
大
斗
問

の
二
本
の
繋
虹
梁
が
、
中
間
に
柱
が
な
い
た
め
一
本
の
大

虹
梁
に
な
っ
た
の
で
あ
る
○
㊦
に
示
も
た
法
隆
寺
食
堂
の

内
部
大
虹
梁
上
は
、
同
寺
歩
廊
や
奈
良
市
新
藥
師
本
堂
の

檬
に
合
掌
組
化
粧
屋
根
裏
だ
が
、
爾
妻
は
前
の
二
例
の
機

に
大
虹
梁
・
二
重
虹
梁
に
な
っ
て
み
る
。
た
や
其
上
端
に
墓

股
の
代
り
に
斗
が
用
ひ
て
あ
る
聴
け
の
叢
ひ
で
あ
る
。
此

は
⑯
ビ
同
じ
く
中
央
に
柱
が
あ
る
が
、
夫
れ
で
も
⑬
の
や

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
三
四
　
（
＝
二
四
）

う
に
一
本
の
大
虹
梁
に
し
て
あ
る
。
さ
う
し
な
け
れ
ば
側

面
の
柱
は
五
本
だ
し
、
爾
端
の
柱
ご
の
連
絡
を
ご
る
た
め

繋
虹
梁
を
用
ひ
た
閣
係
上
、
妻
の
外
槻
に
大
影
響
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
圖
の
中
心
線
の
右
方
に
面
取
の
角
種
ざ
擬

鰐
革
附
大
斗
が
掌
分
見
え
て
み
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
修

繕
し
た
時
の
も
の
で
當
初
か
ら
在
る
の
で
は
な
い
。
細
部

の
様
式
の
鍵
蓬
を
知
る
ご
圖
の
上
で
も
斯
襟
な
形
の
斗
や

柱
は
奈
良
時
代
に
な
か
つ
淀
か
ら
、
恐
ら
く
後
に
入
れ
た

の
だ
ら
う
ビ
い
ふ
見
當
が
つ
く
か
ら
、
實
地
を
搾
れ
ば
爾

よ
く
分
る
筈
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
例
で
分
る
中
り
、
柱
間
に
虹
梁
を
架
し
、
其

上
に
厚
さ
の
割
に
せ
い
の
低
い
墓
股
（
又
は
斗
）
を
二
つ
お
き

更
に
其
上
に
二
重
虹
梁
を
架
し
、
復
其
上
に
前
ご
同
種
の

三
股
（
又
ば
斗
）
を
お
き
、
此
等
で
九
桁
・
棟
置
碁
を
支
持
し

て
み
る
の
が
、
此
時
代
に
最
も
普
蓮
な
の
で
あ
る
。
以
下

勿
論
各
蒔
代
に
此
式
は
あ
る
。
⑧
・
㊨
は
法
隆
寺
経
藏
及

び
癬
…
法
堂
虹
梁
の
漸
面
で
、
何
れ
も
同
じ
標
な
形
だ
が
、
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然
躍
山
ハ
際
〕
　
　
研
「
究
の
栞
　
　
　
R
エ
小
轡
門
鷺
心
築
研
究
の
謄
不

㊨
は
戦
端
に
㊨
・
⑬
ご
薄
襟
膨
み
が
あ
る
。

　
此
時
代
の
虹
梁
の
楼
式
を
分
も
・
易
い
様
に
か
く
ご

　
　
ム
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
起
り
あ
り
。
二
下
端
の
募
り
は
比
較
的
著
明
な
り
。

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
丸
面
は
常
に
上
巾
早
し
。
四
三
に
面
取
の
も
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
五
鼻
は
水
軍
に
若
干
突
雷
せ
り
。

　
ノ
な

先
づ
此
位
な
も
の
。

　
ヵ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ

　
福
原
時
代
前
期
の
文
例
ご
し
て
は
、
第
三
十
二
圖
⑪
に

例
の
室
生
寺
金
堂
の
繋
虹
梁
が
あ
る
。
奈
良
後
期
の
こ
比

べ
る
ご
、
肩
の
圓
昧
が
増
し
、
鼻
上
端
の
傾
斜
が
大
分
急

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ

で
あ
る
．
次
に
後
期
で
は
鳳
鳳
堂
翼
廊
の
が
㊧
に
あ
る
が

た
や
少
し
長
い
油
け
で
形
は
⑥
に
よ
く
似
て
み
る
。
同
中

堂
の
大
虹
梁
は
今
圖
の
持
合
せ
も
な
し
、
全
燈
を
實
測
も

し
か
ね
た
の
で
、
遺
憾
だ
が
断
面
軒
丈
け
に
し
て
お
い
た

㊥
の
法
隆
寺
西
院
鐘
縷
の
夫
れ
の
漸
癒
二
等
か
ら
分
る
が

此
時
代
の
虹
梁
断
面
は
前
時
代
ご
象
り
な
く
、
上
端
は
水

李
な
の
こ
少
し
膨
ん
だ
の
ε
あ
る
。
晦
れ
か
ら
㊧
の
様
に

下
隅
に
丈
け
面
を
取
っ
た
の
ご
、
㊨
の
機
に
上
下
隅
共
面

　
　
　
　
　
　
第
幅
號
　
　
｝
三
八
　
　
（
一
三
八
）

取
の
こ
あ
る
。
要
す
る
に
前
時
代
ご
大
差
が
な
い
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
次
の
鎌
倉
時
代
は
「
天
竺
襟
」
「
か
ら
襟
」
等
が
入
っ
て
來

た
、
め
大
分
異
っ
た
形
が
揖
來
だ
し
た
。
塩
物
も
豊
富
だ

か
ら
第
．
三
十
三
・
第
三
十
四
圖
に
十
二
種
出
し
て
お
い
π
。

先
づ
第
三
十
三
圖
の
④
か
ら
説
明
を
す
る
。
極
樂
院
灘
堂

は
此
時
代
の
再
建
だ
が
、
其
妻
は
全
く
奈
良
時
代
の
式
で

あ
る
の
は
、
第
三
十
一
圖
ご
比
べ
て
見
れ
ば
分
る
。
柱
上

の
虹
梁
は
鼻
が
斜
面
に
切
っ
て
あ
る
動
け
だ
が
、
二
重
目

の
は
グ
リ
く
が
つ
い
て
み
る
か
ら
、
木
鼻
の
説
明
を
護

ん
だ
後
な
ら
直
に
蒔
代
の
見
當
が
つ
く
筈
で
あ
る
。
㊧
は

今
迄
に
無
か
っ
た
形
で
二
つ
ち
が
っ
た
黙
が
あ
る
。
其
一

は
側
面
下
方
に
一
種
の
繰
形
が
つ
い
て
み
る
、
此
れ
を
普

　
マ
ユ

…
池
「
眉
」
ご
い
ふ
。
眉
に
も
い
ろ
一
種
類
が
あ
る
が
圖
の

は
「
敏
眉
」
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
其
二
は
虹
梁
が
柱
よ
り
太

い
た
め
、
其
ま
、
で
は
柱
へ
挿
し
込
む
事
が
出
來
な
い
か

ら
、
爾
側
面
を
搾
っ
て
細
く
し
、
柱
へ
取
附
の
部
分
を
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ヂ
ギ
リ

李
に
割
っ
て
あ
る
。
此
の
制
つ
だ
部
分
を
コ
盤
切
し
ご
い
ふ



翻
ち
此
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
虹
梁
に
「
眉
」
ご
コ
棚
切
」
ご

出
來
た
の
で
あ
る
。
⑳
の
も
略
ぼ
㊧
ご
薗
じ
だ
が
大
分

に
太
い
。
第
三
十
四
圖
の
⑥
は
上
端
の
巾
が
丁
度
種
二
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ

の
外
側
か
ら
外
側
迄
の
巾
さ
ざ
一
致
し
て
み
る
。
帥
ち
一

シ枝
と
種
巾
の
加
に
等
し
い
。
い
や
に
き
ま
っ
て
面
白
く
た
ひ

い
や
う
だ
が
、
新
し
い
時
代
の
所
謂
木
割
法
の
原
は
此
時

代
か
ら
始
り
か
け
、
室
町
桃
山
を
過
ぎ
江
戸
に
な
っ
て
逮

に
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
◎
は
東
大
寺
鐘
楼
の
大
虹
梁

の
一
部
で
断
面
は
言
い
。
此
下
端
に
も
一
寸
し
た
彫
刻
が

あ
る
の
だ
が
、
此
に
は
略
し
て
あ
る
。
實
は
此
圏
が
無
か

っ
た
か
ら
、
田
方
に
居
る
知
人
に
頼
ん
で
寓
し
て
貰
っ
た

の
で
、
思
ふ
機
に
出
來
て
る
す
從
て
少
し
物
足
り
な
い
が

形
が
大
分
礎
っ
て
み
る
か
ら
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
此
「
建
物

は
内
に
昂
っ
て
あ
る
鐘
の
龍
頭
の
昂
金
物
に
撫
せ
る
延

癒
二
年
云
々
の
銘
か
ら
、
建
物
も
略
ぼ
其
時
代
ご
認
定
さ

れ
て
る
る
。
⑩
・
㊧
・
㊧
は
曇
に
天
竺
楼
の
例
に
引
い
セ
醍

醐
寺
経
藏
の
で
、
㊧
は
繋
虹
梁
、
㊧
は
内
陣
二
重
虹
梁
、

　
　
　
第
轟
ハ
巷
　
　
　
研
「
靡
…
の
｝
茉
　
　
　
口
回
本
古
羅
…
蜘
塞
研
究
の
栞

⑥
は
同
大
虹
梁
で
、
何
れ
も
下
端
に
計
い
彫
り
込
み
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ク
ヂ
ヤ
ウ
ボ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
エ
ン

る
。
此
め
彫
り
込
み
を
「
錫
叔
彫
」
ε
い
ふ
。
叉
だ
「
油
煙

ガ
タ

形
」
（
第
三
十
七
岡
㊧
峯
照
）
ε
も
い
ふ
が
錫
杖
彫
の
方
が
展
に
聾

ら
れ
て
る
る
名
だ
、
此
等
に
は
眉
や
禰
切
は
な
い
が
上
下

四
隅
に
皆
重
三
が
あ
る
、
天
竺
様
の
建
物
だ
か
ら
普
逼
ご

は
憂
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
◎
に
記
し
た
東
大
寺
鐘
縷
だ

つ
て
あ
ん
な
愛
つ
た
建
物
で
あ
る
○
例
の
播
磨
浄
土
寺
浮

土
堂
の
虹
梁
も
、
矢
張
圓
く
て
太
い
の
が
隅
で
三
本
集
っ

て
み
る
の
等
は
中
々
鼎
上
面
で
あ
る
。

　
㊨
・
⑤
は
灘
心
し
た
虹
梁
で
、
此
も
此
時
代
に
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ビ

現
れ
た
も
の
、
痛
惜
は
「
海
老
虹
梁
」
。
「
蝦
班
梁
」
ε
も
か

く
勿
論
形
朕
か
ら
出
だ
名
で
あ
る
。
除
事
だ
が
此
等
の
薦

す
る
山
ロ
縣
長
府
町
功
山
寺
客
殿
は
、
内
陣
柱
前
面
撃
て

左
側
の
柱
の
繋
虹
梁
上
端
に
近
く
、
　
『
此
堂
元
癒
二
年
卯

　
　
ぞ

月
五
魍
柱
立
』
、
ビ
墨
書
し
て
あ
る
か
ら
年
代
が
舜
る
。
海

老
虹
梁
は
黒
し
は
藤
宗
建
築
の
内
陣
柱
ご
側
柱
こ
の
蓮
絡

に
、
憩
拝
の
あ
る
場
合
に
は
向
舞
柱
ご
本
柱
こ
の
繋
ぎ
に

　
　
　
　
　
　
　
錦
　
一
號
　
　
一
三
九
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一
三
九
）



ノ＼

｛伺診
（㌶

母「

　　乙■一－一脚t」露

登
駕
G崔

業
　
　
膜
蕎
舞
難
嫌
寒
潔
Q照

寸うくプひ

〆
砂

饗
剣
継

’
ら
・
「
國
〃
’
荊
・
1，

多
》
）
昌
w＾

ト
　
バ
ロ
　
　
づ

繧
露

’
n．

滅

㊨
上

騰
鵬

二
二

ミ
桑
　
1　

謡
　
　
　
！
議
○
　

（
1匿

○
）

　
　

　
　

　
第

惜
x圏

　
　
　
　
囹
町
時
τ
回
虫
工
乙
挺

　
　

　
XEF

　
　
　
　
ilx’

／
，
＞
v一

一
一

　
　
　
　
　
竃

．
rl膨

。
…
＿

門，由

鰐、「

論藷．ド

∩ん．’／㌔翼

卜し．

出射
鬼

ド　／｝

「

つ
｝「

④

塑．／朔臼
，ツ

ミ
一
一

k：
］

一
　

i

．
一
．
一
．
．
．
．
一
一

　
t

．
r醒

．
甲
■
48・

圃
一
r，

e　
“
一
．
FF置

tt

づ；
，

．
，

．
t
l
．

．
，

1
．

一
．

，
t
tEF

コ
薯
「
：

づ
　

ヤ
　

　
　

　
　

■

㌦
」

、
翼

開…

融ジ

曲

曹
［

凹
鴎

「
一

叫
”

r踵L

　　り

　　刑

　　m

　　｝

’

～イ、ノ
鵡

1

　
　

　
　

グ
フ

　
　

ひ
”

冒
●
辱

爵　
＿

脇
ウ

、

　
　

lg

翌
望

一
ノ

t

嚢

一
一
匿
一
…
瞭
1｝

一
…
…
’
一
’
「
堰

f
｡’

，
’
i・

7＞
　
・

　τ　　b角雫ε　、．～

杁，…なZ

箒」ぞ》質」 　　　　ヨ

雪深㌧「、為、9…

人…　〔＾P㌧ノ

㍗汽　一

　…　　　　、 　‘
ド

∠
　／

．／／
〆〆／

」ゐ．

　
　

@　u 一一｝．　　　　－ 　　　　　　　　　　、

f、一掃

簿
獅

㌧へ

　需

縛餓類鏑睡鋳物

／奪
｛

訓
ポrF

幽　　Jl．

敷、

一＼、

P＼

．rレ

　　　　　　　、　一　コ

p　　　　　　－．4・

　　　　　　　ノ

驚　　’耐

究
ド　．

マ4践氏
7

》
」

歴
齢

．

　　馳盈　　哨、一、，一

　　胃F　 　　“　　　ノ

　　　　ヒリ

㌔、騰一3宅．一，、．，P一、欄享 　　、　　　㌔　．

　　．．匪

　　　　　箆↓郵．

」翻〆櫨．｛．陛県住

・ヂ　

　　　“り℃

　　　論

…
璽 　　｝

詳へ
｝　一

痩
犠－

、ノ
ハぎ

〆k
一

〆
／

ノ

　㍗フ．

　．、一

　．．ひ

　．鷲

ーモ，汀

　
　

縞
∵

　
　

F ．　

、．陣

、．ーノ

‘’

　　　　　　「　’F　↑

／幽蔭

　
　

@　@／／乏 　　　　　　’

　　　　　　〆、！

　　　＼－F〆、！ 　　＼　　　　　　．　　，

｛蒲／ 　…．ン　　ン．㍗．．F　　　

謡　．．．．ド．．　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　F

　　・　τ　㌦

」、；メ…　．・ヒ 』幽m……．漫，」一

　　　　　　ヨ

　トヤ、ゼ㌧「『

…
…

一
「

…
…

一 ！
’

　　り　じ

　　画冒｛

　　．　pど

　　　r一．「E…

　　博艦・・㍗」

　　　ヘレしトくミ

一一｝．、じ｝ノ

　　　　れ

　　〔

・幽

　　納
…｝

｝一

ノが
、

荘冒〔U

蒔轟譲

騒 　　ぜrFJl．

1㌧

、
曳

　

馳盈

〉 、

一
一

場：一「・「

　　胃F　 　　“　　　ノ

　　ロ　　を　コ

p、

w一M一．一，、．，．一、欄享㍗丁一

　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　し

鯵論議睡面．．．．T

｝r鴛　　L～．℃

　　“、り℃

　1．ζ．論　　　　　　…一

　
　
　
　
　
　
　
ド
ゴ
　

．
＼
ゴ
爵
‘

　
　

あ
〔

1墜
」

〕
｛

・

…
一

u＿
＿
＿
、
．
＿
＿
乙
＿
，
一

「
了

　
　

　
｝

一
』

　
　

　
19

，
　
　
　

ギ
　
！

」　
　
　
ゴ
ロ

コ
ノ

　
l　

i
　
　
　
　
　
〆
一

　
ぞ
（
、
／
＝
’

… 　
　
　
　

　
｝

一
｝

　
　
　
醒
一
一
nvum…

鷲
．
一
一

　
　
　
（
｛
i
l）

）
　
　
　
　
　
多
認
大
青
汎
易
屋
蛍
工
桑
其
一

　
　
　
　
　
．

＿
ど
哺
臼
一

　
　
　
　
　

コ
ホ

ジ
が

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
の
ゴ
こ
　
　
　
り
ま

マ
　

　
　

げ
コ

　
き

　

一
ミ

こ
二
こ
望
1二

雲
∵
ぞ
∬
∫
7益

ll嘗
賠

孟
譲

！
玉

1」
．

・
．

　
　
　
コ
　
ロ
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ゴ

コ
コ

リ
ム

マ
　

よ
ヅ

セ
い

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
／
．
／
7

＿
　
壁
匙
ζ
．
＝
＿
．
．
．
∴
2イ

1

〆
　
　
　
　

　
　

　
”

P幣
∵

謫
�

eξ
乱

．
．

／



タ
醜
．
一

．菰㌣注，、・，，，

‘戸．‘、㌻〆『｝／・’・　　・、一

，・し…＼ししい（“ 門　　　　　　　・資・

3一乗ρーー嚢裁島則

警
／

一
．

w一
一

nrwt

嫁
　
　
　
　
　
　
　
　
悔
一
蝿
獅

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ぽ

臥
　

　
　

　
　

　
　

’
礁

9し
戸

紳
㈹

．
管

釧

1ゆ

1一

　
，

「
・

」
一

敢
急

嚇
r．

一
ltt

第
揖

穴
圖

｛
／

〆
　

「
　
ノ

／
　
（

．
一黶

w一
　
　
　
　
コ
ぴ
ヨ

　
　

　
　

ず
一

’
　
　
　
　
り

　
　

　
　

τ
藍ド

4‘
山

量
蝋

…
”

■
：

■
‘

“
噂

“
一

一
’

t’

／
”
．
．

一
一

一
一

一
…

muua－
rwtu

．
＼
哩

㎡
4．

v）
大
．

よ

、
劉

・
F

A丑
曇

斎
rl

⊃
倉

馳
　

L9－

声
3

1尊× 一
E一

一
一

　
　
／

ト
ノ

ー
一

s一
／

n“
一
日

乏
董

、

E“
．

曽

f”
’

1

ji
し
蛤

慶
一

，
一

K
　
　
　
　
曾

Lt＝
＝
＝
＝
＝
g

コ
　
　
　
ア
　
　
　
も
ヒ
ぱ
の
の
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
も
の

リ
コ

　
　
　
　
　
　
　

ご
（

ら
、

v）
西

面
稲

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
リ
　
　

漏
麟
病
田
慨
彌
蔚
｝

一
穐

≡

”i己」

鍵擁試織毒 　　曄：．r〆．／ン．．

興
亡

大
凶

院
太

殿
一

部
縦

断
面

画

一
一

i，
rL

．
tr一

一
一

vff一
・

t一

掬
」
｛L．

L！
mnv

一
“

＠

蔦
曳

pt狽
モ

堰
C’

一
pm」

匹
ff一

一
’
nym“

一
一
bu一

’
fTr一

出
演

＼ミ
ミ
溢
よ
；

◎
慣

灘
ら

＼
周

　
二

二
含

ミ
《

上
i綱

≒
・

一

癖主因

算u邑

1’

N“iiiiiiiii 野
’

⑤

一
t21，

．
．

，
t．

”
£

i

潭
十
代
虹
果

七
宮
と
旧
く
e’

　
e1　

tg・

（
三

三
｝

獺
啓

）

（
罠
）

4

Ii劃

FIMfrkho

　　　　　　　　．噛

、　．　範疇一b

謀
　
蛯l「観則、；

蕩轍瓢蘭劃デ輿

…犠・㌣、　鉾秘…称．レヒ

虻
、

配
笥

1

　出戸

、
，

．・き㍗酎〆

二……［’ドゾ〆

「、6…」

m
rm

@　
　

　
rm「

　
　

　
『

一
糖

亀
｝

’
『

勢 　
　
魑
ゾ
　
　
1
二
肱

．
磁
逮
笠
塞
」
漉
；

r
mL’

一
’

l
lL：

’
F
lt7

．
：
］
．
1
．
，
：
一
ii　

t’
1’

：
：
一
＝
＝
．
．
．
；
一
7
：
．
：
一
．
．
L
’
“
．
．
1｛

’
”
1
；
．

蚕
α

1
膜

煮
惣

蜘
燈

窮

＝
一

．
一

．
；

　
）

；
．

．
k
／

諺」…
築 コシ一．

竃
癖

’
三

毫
，

／
．

l

m
Lts

”
1

　
！

　
・

轡
●

曳
環
σ

竃
醤

弦
麹

潔
盗

螺
Q照

　　ハも

蕊馨

一嚢墨属欝料儲葱．・ 　　　　　　　あ一・恐せ．績帆

法
弓
く



嵐

　
　
　
鎮
六
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

殆
ん
ざ
定
ま
っ
て
用
ひ
ら
れ
た
。
鎌
倉
の
騒
畳
寺
含
利
殿

に
は
好
例
が
あ
る
。
此
虹
梁
は
高
さ
の
異
な
れ
る
相
隣
れ

る
二
つ
の
柱
を
紮
ぐ
た
め
に
登
明
さ
れ
た
も
の
で
、
其
結

び
付
け
ら
る
べ
き
黙
の
高
さ
に
差
が
あ
れ
ば
あ
る
丈
け
戯

曲
の
度
を
か
へ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
檬
な
形
に
で
も
田
謝

る
。
一
双
に
難
ハ
つ
た
形
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。

　
つ
ま
り
鎌
倉
時
代
に
於
い
て
初
め
て
の
手
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
露
礁
Q
二
面
。
三
融
切
。
四
素
意
彫
。
．

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
篭
＼

で
形
か
ら
は

↓
海
老
虹
梁
。
ゴ
臨
虹
梁
（
譲
筆
意
膨
繕
郵
後

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

懸
臨
鍛
思
置
幡
）
。

が
出
　
來
た
の
で
あ
る
。

　
も
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ち

　
室
町
時
代
で
は
他
の
継
部
ざ
同
じ
く
大
し
て
墾
つ
た
の

は
な
い
。
た
や
小
さ
い
所
に
少
し
手
入
を
し
た
位
に
止

る
。
例
へ
ば
第
三
十
五
圖
◎
の
様
に
肩
は
二
重
に
な
り

（
麟
儀
鮒
備
盤
醜
融
緯
〉
、
毒
眉
は
途
中
で
上
端

の
曲
線
に
嚇
を
作
わ
逆
に
恋
し
て
急
に
ご
め
た
の
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
著
．
　
　
一
四
二
　
（
｝
四
二
）

㊥
の
見
上
圖
に
錫
杖
彫
の
形
を
か
い
て
お
い
た
。
大
概
あ

ん
な
形
の
も
の
が
多
い
。
錫
杖
草
に
つ
い
て
は
爾
後
に
少

し
く
記
す
つ
も
り
で
あ
る
。
㊧
・
◎
に
於
い
て
は
袖
劫
が

大
分
遜
溶
し
て
み
る
か
ら
一
寸
墾
っ
て
見
え
る
が
、
斯
撲

な
の
は
室
町
以
降
に
は
閥
々
あ
る
。
其
他
一
々
説
明
は
略

し
て
お
く
。

　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
桃
出
時
代
の
は
第
三
十
六
踊
翻
ξ
⑰
・
㊨
に
あ
る
。
上
の

二
つ
は
慶
長
十
一
年
の
建
築
で
あ
る
。
醍
醐
寺
五
大
力
堂

の
で
、
㊤
に
は
三
重
の
眉
が
φ
6
0
り
、
漸
菰
で
分
る
通
り
葡
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ギ
マ
ユ

眉
」
二
本
ご
一
番
上
は
「
薙
眉
」
が
一
本
ご
に
な
っ
て
み
る
○

櫓
切
に
も
眉
が
あ
る
。
そ
し
て
虹
梁
の
断
面
は
上
下
共
同

じ
邸
師
ち
長
方
形
。
◎
は
眉
が
一
本
少
な
い
丈
け
で
他
は

③
ご
同
じ
事
。
㊧
も
同
じ
だ
が
上
の
眉
廓
が
割
合
に
廣
く

二
本
で
殆
ん
こ
せ
い
の
孚
舜
に
達
す
る
位
、
高
上
袖
切
の

輪
廓
も
種
々
の
曲
線
か
ら
成
り
、
輝
線
の
一
部
は
憲
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ク
ガ
ウ
ウ
ツ

先
端
に
た
ま
が
轡
來
「
木
瓜
渦
」
に
な
っ
て
み
る
。
中
央
の

鳳
鳳
や
爾
端
の
桐
は
鍍
金
装
飾
金
具
で
、
嚢
に
記
し
穴
木



鼻
の
獅
子
や
牡
丹
の
透
彫
も
序
だ
か
ら
か
い
て
お
い
た
。

以
上
の
三
例
共
下
端
に
錫
杖
彫
が
あ
る
。
第
十
二
圖
（
飾
議
雛

賠
璽
）
の
①
に
荒
見
紳
魁
向
暑
梁
の
蔀
が
あ
る
が
、

加
熱
の
所
に
便
化
し
た
小
さ
い
葉
が
つ
い
て
る
。
か
や
う

な
葉
を
つ
㍊
黒
雲
ふ
（
若
葉
に
紅
玉
の
木
鼻
に
も
つ
い
．
矢
み
る
）
袖
切
に
若
蓼

つ
け
田
し
π
の
は
此
時
代
か
ら
で
あ
る
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
江
戸
時
代
。
漸
面
は
大
概
長
方
形
で
、
時
に
は
中
央
で

少
し
膨
ん
だ
の
も
あ
り
細
し
の
や
う
に
上
の
開
く
事
は
な

い
。
◎
は
延
暦
寺
大
講
堂
の
大
蚊
梁
の
断
面
で
あ
る
。
大

講
堂
に
は
澤
由
虹
梁
が
あ
り
、
海
老
虹
梁
も
あ
る
が
、
何

れ
も
袖
切
の
所
あ
断
面
一
③
。
◎
に
於
け
る
動
き
ー
ー

は
曲
線
で
な
く
、
．
直
角
に
曲
っ
て
み
る
か
ら
角
張
っ
て
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ク

え
、
威
じ
は
除
り
よ
く
な
い
。
（
⑫
は
融
…
切
に
訣
つ
た
標
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ミ
マ
ユ

眉
が
あ
る
、
斯
様
な
の
を
「
弓
画
し
ご
い
ふ
が
、
全
く
弓

の
形
を
し
て
み
る
○
荒
見
融
就
の
に
も
同
じ
眉
が
あ
る
。

⑳
・
・
◎
の
融
も
猫
上
弓
眉
の
愛
器
で
あ
る
。
何
分
融
切
が

あ
》
い
ふ
形
だ
か
ら
煽
れ
に
添
ふ
た
眉
も
窪
然
あ
、
な
つ

　
　
　
第
山
門
巻
　
　
　
刷
出
究
の
栞
　
　
　
口
回
本
・
古
鞭
博
離
木
研
究
の
栞

だ
の
で
あ
る
。
⑦
は
可
な
り
高
さ
の
違
ひ
を
海
老
虹
梁
で

樂
に
繋
い
で
み
る
。
此
形
も
桃
山
迄
は
中
々
よ
か
っ
た
が

江
戸
に
な
る
ご
除
り
よ
く
な
い
。
甚
だ
し
い
の
に
な
る
ご

薔
逼
の
で
聞
に
合
ふ
の
に
、
胸
僕
の
襟
に
態
ご
組
曲
さ
せ

た
の
も
あ
る
。
㊧
は
錦
時
代
虹
梁
の
割
出
し
方
の
一
例
で

次
の
説
明
が
し
て
あ
る
。

　
　　

偉
大
さ
虹
．
梁
七
に
罰
嚢
ぶ
ん
か
く
ぢ
b
ま
ゆ
叉
一
ぶ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
が
さ
か
ま
ゆ
其
外
二
つ
罰
に
し
て
大
ま
ゆ
又
群
議
回
申

　
也

　
下
ば
の
ゆ
ゑ
ん
形
は
四
ヅ
劉
壼
ぶ
ん
に
も
叉
三
分
萱
に

も
此
に
預
る
ご
眉
は
一
番
下
の
が
せ
い
の
一
　
7
。
次
が
ま
た

一
T
O
一
番
の
上
が
2
T
o
つ
ま
り
合
計
4
7
ご
な
る
。

下
端
の
錫
杖
彫
の
由
は
、
総
常
の
■
4
又
は
一
【
3
に
す

る
の
が
恰
好
だ
こ
い
ふ
事
で
あ
る
。
併
し
締
り
の
な
い
木

瓜
形
や
若
葉
を
袖
切
の
所
へ
彫
刻
し
、
右
の
舗
合
で
眉
を

つ
け
た
虹
梁
は
美
的
個
値
に
於
い
て
大
分
敏
け
て
る
る
Q

　
　
　
　
　
　
第
　
一
直
　
　
　
一
四
三
　
（
｝
四
三
）



　
　
　
第
六
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
他
の
割
出
し
方
は
③
に
か
い
て
あ
る
○
藩
法
は
高
さ
を

十
に
割
b
1
一
⑳
を
量
り
上
げ
、
眉
は
二
重
で
下
の
が
1
再

観
セ
自
璽
峯
F
特
訓
畑
瓜
駝
魯
）
詣
攣
蕩
一
㊧
横
煙
形
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶏

e
上
醍
醐
纒
薫
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L
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ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　

〆
さ

　
…
ー
ー
…
L

去
が
著
、

　
　
ロ
グ
チ
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＝）　警
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第
一
號
　
一
四
四
（
　
四
四
）

劣
募
の
讐
は
薯
（
⑭
印
）
、
虹
梁
の
背
の
高
さ
は

柱
の
直
径
ビ
同
一
ご
し
巾
は
七
分
野
ご
る
。
そ
し
て
若
葉

　
　
～
　
　
　
の
み
異
常
に
込
み
入
っ
て
み
る
。

㊧追三王噸藤師丁丁向群

簾禁認諏ク姫）

：麟ξヨ
⇔鵡罫齢欝餅蕪二二㌫り紛

　
　
　
　
　
　
禰
切
の
絡
る
所
（
　
　
）
は
丁
度
肘
　
ε
い
ふ
名
は
用
ひ
な
い
様
だ
。
蚕
意

木
の
木
口
泡
、
其
瓢
か
ら
眉
の
始
ま
る
劇
h
上
げ
迄
の
水
　
　
い
人
が
多
い
。

　
以
上
二
種
あ
る
が
、
普
蓮
は
背
の
一

分
叉
は
＝
分
孚
を
謀
り
上
げ
、
其
獲
り

を
七
つ
に
割
り
、
あ
ご
は
第
一
法
に
よ

る
の
で
あ
る
。
寸
地
家
に
訊
い
て
み
る

ご
皆
…
さ
う
答
へ
る
。

　
凝
れ
か
ら
初
め
の
割
幾
し
方
法
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

初
に
「
二
大
さ
云
々
」
「
大
ま
ゆ
又
中
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

韮
ハ
由
：
陣
し
ご
あ
り
、
｛
◎
に
も
「
ヲ
イ
ノ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
様
」
ご
書
入
れ
て
あ
る
。
此
「
負
」
ご

　
　
　
　
む

い
ふ
の
は
「
眉
し
の
宇
を
書
き
問
違
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
が
原
で
途
に
一
に
「
負
」
ご
呼
ぶ
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
○
今
は
「
負
し

　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
て
も
知
ら
な



糠
の
藁
は
第
＋
四
興
獅
薄
肇
）
の
⑳
式
の
大
斗

ε
共
に
、
多
く
新
し
い
斌
寺
の
向
舞
に
用
ひ
て
あ
る
。
此
虹

梁
ご
あ
の
大
斗
ご
が
鼻
の
潔
き
に
突
き
出
し
て
み
て
は
甚

だ
醜
悪
で
あ
る
。
併
し
昔
し
の
簡
軍
で
要
領
を
得
π
の
よ

り
こ
ん
な
の
＼
方
が
一
般
に
獣
迎
さ
れ
て
る
る
の
だ
か
ら

困
る
。

　
第
三
十
七
圖
は
錫
杖
彫
を
蒐
め
た
も
の
。
θ
は
錫
杖
彫

の
ゆ
が
四
寸
二
分
で
下
端
の
総
由
が
六
寸
だ
か
ら
．
丁
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

内
陣
の
は
最
も
黒
い
が
夫
れ
で
も
湾
1
0
あ
る
。
◎
は
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

琵
は
缶
で
あ
・
。
唐
経
商
外
陣
繋
虹
梁
の
は
署

が
膨
ん
で
み
る
。
其
最
も
難
い
所
で
・
甲
四
寸
三
分
、
錫
杖

彫
も
同
訟
訴
い
駈
が
二
寸
四
分
あ
る
か
ら
、
派
益
に
樹
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

て
は
音
盤
寺
経
藏
内
陣
の
繋
虹
梁
ご
同
じ
く
。
5
1
0
ε
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

以
上
二
っ
は
鎌
倉
時
代
の
例
。
㊧
は
欝
欝
三
年
の
建
築
だ

る
伊
豫
國
越
智
郡
臼
吉
村
大
学
藏
敷
駈
在
の
東
曜
寺
本
堂

の
で
、
下
端
の
巾
二
寸
八
分
に
彫
の
巾
一
寸
三
分
野
か
ら

割
禽
痔
・
讐
響
で
江
総
代
の
■
・
に
誓
。

　
　
　
4櫨

鮒
ゐ
ハ
巷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
日
本
古
建
築
研
穐
九
の
瓢
米

⑭
は
殆
ん
墨
齢
ち
約
■
・
だ
か
ら
随
盆
の
…
狡
い

方
で
あ
る
。
江
戸
の
初
期
迄
は
か
や
う
に
何
れ
も
簡
輩
で

あ
っ
た
が
、
申
葉
以
降
㊨
の
様
な
の
が
流
行
し
だ
し
た
。

「
油
煙
形
」
こ
い
ふ
の
は
斯
襟
な
の
を
い
ふ
の
で
、
格
狡
間

の
機
な
も
の
、
名
で
あ
る
○
此
の
形
は
地
熱
菩
薩
の
持
っ

て
る
る
錫
杖
に
似
て
み
る
。
錫
杖
彫
ビ
い
ふ
名
は
こ
の
種

の
彫
刻
か
ら
趨
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
⑫
・
⑳
の
標

に
創
の
形
に
似
た
の
を
「
創
眉
」
こ
も
い
ふ
。
色
々
な
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

あ
っ
て
中
々
面
倒
だ
か
ら
錫
杖
彫
に
定
め
て
お
く
。

　
踊
躍
・
に
い
ふ
ご
、
鎌
倉
か
ら
江
β
の
初
装
置
は
、
丁
度

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
三
葉
繰
形
（
同
お
♂
ε
に
似
た
の
が
多
く

陥
れ
か
ら
以
後
は
重
に
込
み
入
っ
た
駈
謂
濾
煙
形
に
な
つ

だ
の
で
あ
る
σ
比
較
繭
新
し
い
建
築
に
於
け
る
三
葉
及
び

剣
形
の
實
例
は
捻
れ
々
延
暦
寺
大
講
賞
の
海
老
虹
梁
及

び
繋
虹
梁
の
下
端
に
あ
る
。
油
煙
形
の
は
交
響
十
三
年
の

建
築
だ
る
花
園
妙
心
寺
佛
殿
繋
…
虹
梁
及
び
同
字
玉
里
院
開

山
堂
の
後
部
修
補
の
箇
斯
の
虹
梁
下
端
に
於
い
て
見
る
事

　
　
　
　
　
　
　
鱗
一
號
　
　
一
四
五
　
（
｝
闘
玉
）



　
　
“
筑
州
山
ハ
巻
　
　
　
研
一
究
の
栞
　
　
　
日
鼠
小
｛
自
縫
心
蜘
取
研
「
究
の
栞

が
幾
來
る
。
其
他
に
も
澤
山
に
あ
る
。

餓
が
　
…
　
號
　
　
　
一
M
闘
⊥
ハ
　
（
｝
四
六
）

　
　
　
第
†
　
大
畑
肇
・
笈
影

タ
イ
ヘ
ィ
ヅ
カ

大
瓶
束
ご
は
虹
梁
上
一
7
立
っ
て
る
る

一
の
束
で
鎌
倉
以

　　

@　
@　
@　
@　
@　
i
塗
⑳
蓑
避
漕
瞼
籔
溜
鹸
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
三
軍
で
、
θ
の
如
き
は



事
塑
六
巷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
羅
鴫
小
霊
曲
建
離
｛
研
雄
西
の
栞

虹
梁
こ
の
接
綾
が
た
“
一
つ
の
茨
丈
け
で
、
結
綿
等
ご
名

を
つ
け
る
事
が
出
來
～
な
い
位
。
◎
も
概
↑
に
亜
だ
輩
・
純
な
も

の
で
あ
る
。
一
騰
飛
鳥
時
代
か
ら
革
安
後
期
迄
の
妻
飾
り

ご
い
へ
ば
、
第
三
十
一
圖
又
は
第
三
十
三
圖
④
の
様
に
二

重
虹
梁
慕
…
股
式
か
㌃
又
は
第
三
・
†
一
瞬
…
㊨
。
第
三
十
二
隅
…

㊧
の
様
に
劔
首
束
・
拐
嘗
緯
距
に
限
ら
れ
て
み
た
が
、
鎌
倉

か
ら
は
大
瓶
束
の
輸
入
に
よ
り
◎
郎
ち
室
生
寺
灌
頂
堂
の

標
な
の
が
出
摩
た
Q
此
は
圖
に
於
い
て
瞬
ら
か
な
蓮
り
、

妻
虹
梁
の
中
央
に
細
長
な
る
大
瓶
束
を
立
て
、
其
上
方
前

ご
左
右
ご
に
例
の
グ
ソ
ー
式
の
木
鼻
を
出
し
て
あ
る
。

東
上
の
斗
に
回
し
て
あ
る
肘
木
に
も
下
端
に
グ
リ
ー
が

刻
ん
で
あ
る
が
、
此
も
花
騰
木
の
一
糎
で
あ
る
。
束
ご
は

無
閣
係
だ
が
破
風
板
も
懸
魚
も
捲
岡
時
代
で
揃
っ
て
居
て

鎌
倉
の
代
表
酌
妻
の
［
つ
で
あ
る
か
ら
、
充
分
了
解
の
鵠

摩
る
撲
に
町
曝
懸
る
か
も
知
れ
な
い
が
噺
｝
魎
圖
を
も
添
へ

て
お
い
た
。
◎
は
結
綿
の
部
が
少
し
込
み
入
っ
て
來
た
が

ま
だ
此
の
位
で
は
大
し
た
事
は
な
い
。
⑭
は
明
治
四
十
四

第
一
鵜

四
七
　
（
一
四
七
）



　
　
　
餓
謝
轟
ハ
轡
　
　
　
脚
鰐
山
沈
の
〃
茉
　
　
　
構
脚
・
菰
丁
山
百
塘
鰭
離
小
研
究
の
巣

年
の
夏
に
私
が
槻
心
寺
へ
行
っ
た
隣
に
作
っ
た
見
取
圏
だ

か
ら
、
此
通
り
闘
違
ひ
な
し
ビ
い
ふ
丈
の
霞
石
は
な
い
が

似
て
は
み
る
つ
も
う
で
あ
る
。
胴
が
大
憂
に
短
い
か
ら
此

の
み
…
箪
濁
に
観
る
ご
形
は
大
し
て
よ
く
な
い
。
も
一
つ
第

二
十
九
圏
の
畠
）
に
功
山
寺
佛
殿
の
が
あ
る
、
此
は
可
．
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

形
は
い
、
。
埴
土
の
五
種
で
鎌
倉
時
代
大
瓶
束
の
概
念
を

得
る
に
は
澤
慮
で
あ
ら
う
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ミ
テ

　
働
）
は
室
．
晦
初
期
オ
思
っ
て
み
る
○
奈
良
縣
生
駒
郡
寓
雄

　
　
　
ナ
カ
　
　
レ
ウ
ゼ
ン

村
大
字
中
に
二
藍
寺
こ
い
ふ
名
刹
が
あ
る
。
其
本
堂
の
向

に
左
裏
手
の
一
段
高
い
唐
‘
十
六
燐
紳
就
ご
呼
ぶ
立
派
な

建
物
が
あ
る
が
、
以
前
其
舞
殿
が
露
出
寺
本
堂
の
左
の
接

地
に
建
っ
て
る
た
。
此
舞
殿
は
至
穗
元
年
（
？
）
に
本
殿
や

婿
肚
を
建
て
、
後
、
暫
く
た
っ
て
か
ら
建
築
し
た
も
の
こ

袷
時
私
は
推
定
を
し
だ
が
、
様
式
は
中
央
に
大
き
な
唐
破

風
の
つ
い
π
割
舞
殿
で
、
、
丁
度
総
て
の
黙
に
於
い
て
官
幣

　
　
イ
ソ
ノ
カ
く
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヅ
モ
　
タ
ケ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

大
赴
石
上
瀞
肚
概
斌
墨
雲
建
雄
紳
就
算
殿
に
亜
ぐ
も
の
で

容
易
に
得
難
い
建
物
で
あ
っ
た
が
惜
し
い
事
に
維
持
困
難

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
四
八
　
（
一
四
八
）

と
あ
っ
て
、
十
年
許
り
前
に
破
却
し
て
了
つ
た
か
ら
今
は

亡
い
。
是
非
晃
た
け
れ
ば
奈
良
細
筆
に
保
存
し
て
あ
る
爲

眞
ご
七
瀬
圓
で
が
ま
ん
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
○
大
分
脱

線
し
た
が
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
が
洵
に
惜
し
い
の
こ
、
實

例
こ
し
て
圏
を
出
し
て
お
き
乍
ら
、
行
っ
て
み
る
ご
影
も

形
も
な
い
か
ら
分
ら
な
い
ご
患
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
備
で

一
兀
へ
鯖
っ
て
璽
ハ
大
瓶
猟
東
は
大
童
に
嘔
装
飾
が
つ
い
て
一
三
り
、

形
も
今
泡
の
こ
は
大
分
に
異
っ
て
み
る
。
室
町
に
な
る
ご

種
々
な
工
事
を
し
て
飾
り
如
し
た
。
㊧
は
結
綿
に
縦
に
四

所
を
二
つ
…
計
り
作
っ
て
あ
る
Ω
今
迄
暴
げ
た
例
は
皆
下
方

に
近
ぐ
細
く
な
っ
て
み
た
が
、
臨
は
上
か
ら
下
灘
同
じ
太

さ
で
麓
化
に
乏
し
い
。
上
方
の
斗
は
圓
形
で
あ
る
。
普
藩

は
別
に
刻
ん
で
上
に
乗
せ
る
の
だ
が
、
此
場
面
に
は
一
木

で
つ
ま
り
無
断
の
所
を
滑
り
ご
つ
た
に
止
る
の
で
あ
る

（
第
五
巻
第
二
二
一
凶
ニ
ハ
罹
只
下
馴
潤
筆
〃
照
…
）
。

　
㊨
は
勲
歌
論
の
有
名
な
紀
三
熱
寺
楼
門
の
で
、
束
の
面

に
賓
珠
ビ
眼
の
様
な
も
の
を
刻
み
つ
け
て
あ
る
。
全
形
は



相
當
だ
か
彫
う
物
は
徐
計
で
、
な
い
方
が
い
、
。
爾
ほ
他

に
鑓
三
十
五
圖
③
に
東
大
寺
大
湯
屋
の
例
が
あ
る
。
此
も

亦
室
町
初
期
（
麟
永
十
五
年
）
の
建
築
で
、
大
儲
よ
襲
撃
て
る
て

近
畿
に
於
け
る
大
湯
屋
中
の
黒
眉
で
あ
る
、
束
の
形
は
大

寒
θ
に
よ
く
似
て
み
る
。
大
湯
屋
の
計
劃
を
囑
託
さ
れ
た

建
築
家
は
、
先
づ
以
て
東
大
寺
内
の
建
物
を
親
察
し
、
法

華
堂
禮
堂
に
於
い
て
鎌
倉
時
代
の
細
部
手
法
に
戚
心
し
だ

結
果
、
敢
て
鼠
ハ
似
し
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
が
威
化
を
受

け
て
似
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
蒔
ご
し
て
は
藥
師
寺

（工

ﾆ
護
摩
堂
妻
安
曇
、
装
議
し
て
束
の
焉
屯

央
に
縦
に
第
三
十
七
圖
◎
の
愚
な
形
を
彫
り
込
ん
だ
の
も

あ
る
下
か
ら
は
馨
り
よ
く
見
え
す
此
も
蛇
足
で
要
り
戚
溶

出
來
な
い
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
⑳
は
桃
山
時
代
で
官
幣
中
魁
北
野
紳
魁
本
殿
内
の
も
の

慶
長
十
二
年
の
建
築
で
、
結
綿
が
雲
の
固
り
か
ら
鵠
摩
て

る
る
の
に
、
あ
の
様
な
薄
暗
い
所
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
下

か
ら
で
は
よ
く
分
ら
な
い
。
束
は
圓
筒
形
で
肩
ご
尻
ご
が

　
　
　
萩
山
ハ
　
谷
　
　
　
研
究
の
卒
栞
　
　
　
潟
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
ツ
ボ
マ

少
し
窄
っ
て
み
る
Q
此
等
は
結
綿
な
ん
か
つ
け
な
い
で
、

θ
や
◎
の
襟
に
し
て
お
け
ば
い
、
の
だ
が
、
各
部
に
彫
測

を
無
暗
に
用
ひ
る
標
に
な
っ
て
か
ら
、
期
様
な
所
も
枳
當

に
飾
ら
な
け
れ
ば
釣
合
が
取
れ
な
い
ご
で
も
思
っ
て
、
下

か
ら
見
え
て
も
見
え
な
い
で
も
左
檬
な
事
は
鯨
り
考
へ
す

に
込
み
入
っ
た
も
の
を
付
け
た
の
だ
ら
う
。
西
本
願
寺
四

脚
門
の
は
牡
丹
の
花
ご
葉
ご
を
う
ま
く
暴
騰
し
て
ま
こ
め

て
あ
る
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
江
戸
か
ら
明
治
へ
か
け
て
大
瓶
束
の
典
型
は
⑳
で
、
全

幽阻

ﾉ
浮
腫
が
家
て
締
り
な
く
膨
れ
て
み
る
。
水
雁
蹴
層
面
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
セ
ン

圓
で
な
く
隅
は
撫
角
を
し
た
擢
線
（
9
9
。
鑓
）
の
機
な
線

の
集
り
か
ら
成
っ
て
る
、
此
束
の
爾
方
に
聖
子
を
縦
に
折

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ヒ
ガ
タ

孚
し
た
機
な
も
の
が
つ
い
て
み
る
の
は
「
笈
達
し
ご
い
ふ
名

で
あ
る
。
或
は
束
の
断
面
が
殆
ん
ど
圓
形
で
あ
る
が
爲
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ワ
ギ
ハ
イ
セ
ン

に
、
何
れ
の
比
年
闘
面
を
ご
つ
て
見
て
も
，
生
な
外
耀
線

（
国
霧
雲
皇
。
…
α
ソ
の
襟
に
な
っ
た
の
も
あ
る
◎
他
に
第
三
十

六
岡
⑫
に
下
部
丈
け
二
つ
か
い
て
お
い
だ
。
ご
つ
巽
圖
筒

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
一
鴎
九
　
（
一
四
九
）



　
　
　
第
六
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
轟
本
古
建
築
研
究
の
栞

形
で
結
綿
は
割
合
に
簡
輩
で
あ
る
Q
第
三
十
九
圖
の
四
種

の
「
笈
形
附
大
瓶
束
」
に
就
て
は
次
に
説
賜
を
す
る
。

　
要
す
る
に
大
器
に
於
い
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
は
、
飛
鳥

時
代
の
柱
を
短
か
く
切
っ
て
逆
浪
し
た
襟
な
形
か
、
叉
は

細
長
で
波
線
（
扁
民
冨
。
蛇
。
菖
か
ら
成
っ
た
輪
廓
…
を
持
っ
て
る

る
も
の
か
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
は
此
二
つ
の
外
圓
筒
形

の
が
出
來
、
桃
麟
か
ら
結
綿
が
複
雑
に
翻
り
、
江
戸
の
中

葉
迄
は
ま
だ
い
、
が
、
末
期
か
ら
膨
れ
戯
し
今
疑
に
及
ん

だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
や
剛
　
笈
　
　
　
懸

　
大
瓶
束
の
左
右
に
鱗
り
を
つ
け
た
場
合
に
悔
其
飾
も
を

オ
ヒ
か
み
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ノ
ィ
ヘ
リ
つ
ど
レ
　
　
ガ
ジ
ヤ
ン
ヤ
ヘ
ソ
ビ
ソ

「
笈
瀬
」
ご
e
ふ
。
又
「
大
瓶
鰭
」
「
，
合
掌
鰭
」
こ
も
い
ふ
。

　
第
三
十
九
圃
に
於
い
て
、
e
は
永
享
十
年
上
棟
を
し
た

今
の
法
隆
寺
南
大
門
妻
の
も
の
○
麟
的
の
笈
形
は
確
か
に

手
摺
本
か
ら
縮
圏
し
た
が
、
中
央
の
大
瓶
束
は
さ
う
精
密

に
測
定
し
な
か
っ
た
か
ら
、
孚
ば
見
取
圏
ご
断
つ
な
次
第

で
あ
る
。
此
は
正
に
墓
股
折
孚
式
で
、
能
く
似
た
の
は
山

　
　
　
　
　
　
　
第
一
盤
　
　
　
一
五
〇
　
（
」
五
〇
）

　
サ
ウ
ラ
ク
　
　
　
サ
ウ
ラ
ク
　
　
　
　
　
　
　
サ
ガ
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ウ
ラ
ク

城
相
築
郡
相
二
村
大
宇
相
補
鎮
座
村
就
相
樂
帥
就
本
殿
の
石

妻
に
も
あ
る
。
つ

　
◎
は
飛
雲
閣
初
重
船
入
の
間
の
唐
破
風
に
用
ひ
ら
れ
た

も
の
、
先
づ
笈
形
を
下
草
化
し
牡
丹
化
し
た
の
だ
か
ら
、
．

少
々
執
拗
い
威
じ
が
す
る
○
但
し
大
瓶
束
は
四
角
な
断
面

で
あ
る
○
大
徳
寺
勅
使
門
唐
破
風
下
の
大
瓶
束
に
も
、
丁

度
此
ビ
同
じ
ゃ
う
な
立
涙
な
の
が
あ
る
。
第
二
十
五
圖
の

興
騙
寺
北
鮮
彙
内
陣
の
閥
斗
束
爾
側
の
欝
草
絡
が
彫
刻
に

獲
つ
た
礎
な
形
だ
が
、
此
は
全
く
別
物
ご
解
溶
す
る
方
が

い
、
繰
で
あ
る
。
§
は
除
り
カ
が
な
く
不
資
然
な
研
も
あ

り
、
恰
好
も
除
り
よ
く
な
い
。
◎
及
び
㊥
｝
は
桃
由
時
代
だ

が
、
桃
由
の
は
皆
こ
ん
な
風
だ
ご
夢
心
は
出
來
な
い
。
延

　
　
ヨ
　
ァ
ワ

暦
世
擁
中
業
研
砂
年
）
の
妻
の
は
、
肩
が
張
り
響
て

る
て
形
は
ま
つ
い
が
、
・
θ
の
機
な
至
極
蒲
輩
な
の
が
つ
い

て
み
る
。

　
江
芦
時
代
の
で
も
初
期
の
は
中
々
よ
ろ
し
い
。
⑭
は
流

石
に
延
命
寺
大
講
堂
の
蒔
け
あ
っ
て
、
堂
々
た
る
淘
に
美



事
な
も
の
で
あ
る
。
此
は
大
鍵
に
大
き
い
か
ら
斜
に
二
枚

の
蘇
い
木
を
接
ぎ
合
せ
て
あ
る
。
束
の
太
さ
は
直
穫
二
尺

早
り
あ
り
、
画
壇
の
下
由
は
十
二
単
位
。
此
位
大
き
く
且

つ
高
い
所
だ
か
ら
、
可
な
り
粗
末
に
測
ん
で
も
目
立
な
い

の
に
、
相
當
可
暉
親
切
に
仕
事
が
し
て
あ
る
。
此
等
は
立

派
璽
力
強
や
唐
草
で
、
θ
ご
比
べ
る
ご
随
分
差
が
あ
る
○
，

所
が
江
昂
末
か
ら
以
降
第
三
十
八
圖
⑳
の
式
が
流
行
し
だ

し
た
。
大
概
め
所
謂
細
形
本
に
は
此
様
な
絡
許
り
描
い
て

あ
る
。
不
得
要
領
な
若
葉
や
、
菊
の
葉
ご
花
や
、
水
や
雲

や
ざ
れ
も
こ
れ
も
思
ひ
切
っ
た
拙
劣
な
も
の
許
り
Q
こ
ん

な
本
若
し
く
は
こ
ん
な
本
に
よ
っ
て
造
っ
た
建
物
を
見
て

來
て
、
其
癒
り
興
似
を
す
る
か
ら
盆
々
ま
つ
一
な
る
の
は

嘗
然
で
あ
る
。

づ
Y
同
じ
襟
な
笈
形
附
革
茸
束
が
あ
る
の
は
氣
が
き
か
な

い
○
其
他
海
老
虹
梁
・
福
生
・
墓
股
・
木
鼻
等
、
絡
て
蕾
派
の

流
れ
を
汲
ん
で
大
正
瞳
落
式
の
細
部
が
揃
っ
て
み
る
。
同

南
灘
寺
に
新
築
さ
れ
た
庫
裏
及
び
宣
醐
は
、
明
治
の
末
期

か
ら
大
正
の
初
期
へ
か
け
て
、
東
都
市
に
於
い
て
隆
盛
を

極
め
た
建
築
家
縮
岡
末
吉
民
創
意
の
一
種
の
様
式
を
、
幼

稚
極
る
手
法
を
以
て
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
二

例
は
、
何
れ
も
塗
腱
ご
七
て
細
部
丈
け
み
て
も
私
共
が
我

慢
の
田
経
る
程
度
を
超
越
し
て
み
る
の
だ
か
ら
早
し
い
ρ

爾
方
の
寺
へ
は
淘
に
氣
の
毒
で
あ
る
が
、
ま
つ
い
方
の
例

ご
し
て
至
極
適
嘗
で
あ
る
ご
思
ふ
。
　
（
大
証
九
年
弦
月
＋
五

日
稿
丁
）

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
．
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
大
正
の
建
築
た
る
束
藤
寺
の
庫
裏
は
、
不
楡
快
な
曲
線

か
ら
成
っ
て
み
る
唐
破
風
の
玄
醐
が
正
面
に
無
遽
慮
に
飛

び
轟
し
て
み
る
Q
．
其
立
關
ご
主
屋
の
虹
梁
の
上
に
、
一
つ

　
　
　
第
山
ハ
谷
　
　
　
研
究
の
’
栞
　
　
　
研
本
古
建
築
研
「
究
の
栞

第
．
一
號
　
　
㎜
五
｝
　
（
一
五
一
）


